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ストレングス (strengths) あるいは､ ストレ














ている｡ また､ Saleebey３)によると､ ｢ストレン
グスとは､ 能力や資源､ 強みなどのことで､ 苦





Lundmanら５)は､ 内面的な強さ (inner strength)





A Concept Analysis of Strengths
－Practical use of concept to the cancer survivors
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 
本研究の目的は､ ストレングスの概念を明確にし､ がんサバイバーへの看護実践や研究に有用な概念であるかを検討
することである｡ 22件の文献を対象とし､ Walker＆Avantの概念分析の手法を参考に分析した｡ ストレングスの属性とし
て､ 【方向性】【エネルギー】【結びつき】【強み】【拡張】の５つの属性が抽出された｡ 先行要件には､ 【力の存在
を信じること】【自分を知ること】が､ 帰結には､ 【エンパワーメント】【QOLの向上】【well-being】が抽出された｡




The purpose of this study was to identify the concept of strengths and investigate whether this is useful in
nursing practices and research for cancer survivors. In this study, 22 articles were included and analyzed
employing the technique for concept analysis by Walker and Avant. Five strength attributes were extracted;
directionality, energy, connection, asset, and expansion. Two prerequisites:“believing the presence of power”
and“knowing my own”and three consequences:“empowerment",“improvement in QOL", and“well-being", were
extracted. The concept of strengths was considered to exist infinitely to an individual's inside, reflect
individual values, and have a dynamic property in which an individual tries to advance, and was suggested to



















生きる上で､ 身体的､ 精神的､ 社会的､ 実存的
な苦痛を抱えているが､ それらを乗り越え､ 自
分らしく､ たくましく､ 豊かに自分の人生を送











2011年)｣ ｢CiNii｣ を用いて､ ｢強靭さ｣ ｢スト
レングス｣ をキーワードに検索し､ 127件が抽
出された｡ 海外の文献については､ ｢MEDLINE
(1966年～2012年)｣ を用いて､ ｢strengths｣ と
｢empowerment｣ ｢hope｣ ｢recovery｣ ｢nursing｣
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し､ 決定する｡ 人は自分の願望や目標､ 好みを
認識し､ 自分にとって意味や価値のある方向を

























































































しが得られたり､ 支えられたりする｡ また､ 安
定性や快適さを感じる｡ ＜信頼＞は11文献でみ
られ､ 誠実を意味する｡ うそや真実の隠蔽はな
い｡ また､ 約束が守られることでもある｡ 不信
には､ 傷つくことを想像させるような恐怖や､


















能力は家族､ 知人､ 専門家､ また自分自身でさ
えも､ 正当に認識されているとはいえない｡ こ




































ても､ 変化を恐れず､ 新たな意味づけをし､ 学

















文献でみられ､ 学び､ 成長し､ 変化し続けるこ
とであり､ 固定的ではなく動的な性質を有する｡
侮蔑､ 障害､ 病気､ 混乱､ 圧迫､ そして自分の

























































































































































































すい35)36)｡ また､ 治療困難になった場合､ 70～
80％にがん性疼痛が出現するともいわれており､
がんサバイバーのもつ不安､ 恐怖､ 抑うつ､ ス
ピリチュアルな苦痛は､ 全人的苦痛として捉え
られている37)｡ このように､ がんサバイバーは､
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